
























































第二部「作品」は、最初期の草稿から最後の刊行物に至るまでの発展史的な叙述の部分と 講義において展開された後期の「体系」の講義ノートによ 再構成の部分とからなる。第三部「学派」は、三月革命前夜（一八一五―四八年（のヘーゲル学派 論争を取りあげ ヘーゲル哲学の影響史の初発の現場を解明している。　
本書は、書店の案内にもあるように、 「確かなテキスト
に拠って、難解な内容を読み解くとともに、概念史から発展史、研究史に関する該博な知識を駆使しつつ 膨大な研究蓄積をも見渡して書かれた驚嘆すべき画期的な手引書である」 。そして、何よりも歓迎するべきは、その画期的な手引書が、平易で明解な日本語に翻訳され、刊行されたことである。
